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■
受
付
期
間

　

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

　

  

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁

■
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
４
時

■
受
付
場
所

　
市
役
所
３
階　
東
会
議
室

※(

注)

国
政
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
場
合
、
申
告
受

付
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
期
間
中
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
に
は
、
自
分
で
住
所
・
名
前
・
扶
養

親
族
の
欄
な
ど
を
事
前
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
、
税
務
署
か
ら
送
付
し
て
い

る「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
作
成
済
み
の
申
告
書
は

預
か
り
、
税
務
署
へ
回
送
し
ま
す
。

①�

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
住
所

が
あ
り
、昨
年
１
年
間(

平
成
28
年
１
月
１

日
～
12
月
31
日
）に
収
入（
所
得
）が
あ
っ

た
人
で
、税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し
な
く

て
も
よ
い
人

②�

給
与
所
得
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

•

勤
務
先
な
ど
か
ら
、給
与
支
払
報
告
書（
受

給
者
交
付
用
の
名
称
は
源
泉
徴
収
票
）を
、

市
役
所
税
務
課
に
提
出
し
て
い
な
い
人

•

給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人

◎�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
人
へ

　
平
成
23
年
分
か
ら
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下（
※
）
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
の

う
ち
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、確
定
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で
も
、

各
種
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
医
療
費
、
障

が
い
者
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
場
合
や
、
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が

あ
る
場
合
に
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

※
複
数
の
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額

◎
前
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
へ

　
申
告
書
の
提
出
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
告
書
の
提
出
が
な
い
こ
と
で
、
児
童
手

当
・
国
民
健
康
保
険
税
の
免
除
申
請
・
就
学

援
助
・
公
営
住
宅
な
ど
の
各
種
申
請
が
で
き

な
い
、
市
民
税
・
県
民
税
諸
証
明
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
各
種
申
請
に
必
要

な
場
合
は
、前
年
中
の
収
入
が
な
い
人
で
も
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

期
限
内
に
申
告
を
し
な
い
と
、
こ
ん
な
と

き
に
困
り
ま
す

　

申
告
は
、市・
県
民
税
の
税
額
を
算
出
す

る
基
礎
と
な
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
所
得
証
明
書・
課
税（
非
課

税
）証
明
書
を
交
付
す
る
と
き
の
重
要
な

資
料
に
な
り
ま
す
。期
限
内
に
申
告
書
の
提

出
が
な
い
場
合
、所
得
証
明
書・
課
税（
非
課

税
）証
明
書
の
即
日
交
付
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
の
人
で
、
そ
の
支
払
者

か
ら
本
市
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
、
控
除
内
容
な
ど
に
変
更
の
な
い
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人
で
、
そ
の
支

払
者
か
ら
本
市
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告

書
を
提
出
し
、
控
除
内
容
な
ど
に
変
更
の

な
い
人

④
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
基
準
以
下
の
人

⑤
控
除
対
象
の
配
偶
者
、
ま
た
は
親
・
子
な

ど
の
扶
養
親
族

•

申
告
書

•

印
鑑（
認
印
）

•

前
年
中
の
収
入
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

　
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
・
給
与
明

細
な
ど

　
営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得

者
は
、
収
入
と
経
費
が
わ
か
る
帳
簿
な
ど

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人
は
、

税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

•

生
命
保
険（
一
般
分
、
個
人
年
金
保
険
、

介
護
医
療
保
険
）、
地
震
保
険
、
平
成
18

年
12
月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害

保
険
の
保
険
料
払
込
証
明
書（
平
成
28
年

中
支
払
分
）

•

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
な

ど
の
領
収
書
、
ま
た
は
納
付
金
額
の
わ
か

る
も
の（
平
成
28
年
中
支
払
分
）

※�

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書

•

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、医
療
費
の
領

収
書
と
保
険
金
な
ど
、補
て
ん
さ
れ
た
金
額

が
わ
か
る
も
の（
平
成
28
年
中
支
払
分
）

※�

領
収
書
の
整
理（
集
計
）は
、事
前
に
済

ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

•

障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

障
が
い
の
程
度
が
わ
か
る
も
の（
障
害
者

手
帳
な
ど
）

•

介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
者
が
障
害
者

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」

※�

認
定
書
は
、介
護
保
険
課（
内
線
５
７
２
）

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
分
収
入
の
個
人
住
民
税
の
申
告

書
、お
よ
び
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
は
、「
個

人
番
号
」
を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
個
人
番
号
」
を
記
載
し
た
申
告
書
な
ど

を
提
出
す
る
と
き
は
、
申
告
者
本
人
の
本
人

確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

個
人
住
民
税（
市
民
税・県
民
税
）の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

個
人
住
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
人

社
会
保
障・税
番
号(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー)

制
度
に
つ
い
て

申
告
に
必
要
な
書
類

平
成
29
年
度

個
人
住
民
税
の
申
告
相
談
・
受
付
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《
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す
る
書
類
の
例
》

１
．
個
人
番
号
カ
ー
ド(

番
号
確
認
と
身
元

確
認)

２
．
通
知
カ
ー
ド(

番
号
確
認)

＋
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど(

身

元
確
認)

•

個
人
番
号
カ
ー
ド
…
本
人
の
氏
名
、住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
個
人
番
号
な
ど
が
記

載
さ
れ
、
本
人
の
写
真
が
表
示
さ
れ
た

カ
ー
ド
。
本
人
が
市
区
町
村
に
交
付
を
申

請
し
、
通
知
カ
ー
ド
と
引
換
え
に
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•

通
知
カ
ー
ド
…
本
人
の
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
性
別
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

た
カ
ー
ド
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に
提
出
し

た
人
は
、
個
人
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
申
告
受
付
会
場
は
、申
告
受
付
期
間（
２

月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬
）は
市
役
所
３

階
東
会
議
室
※(

注)

、申
告
受
付
期
間
以

外
は
市
役
所
２
階
税
務
課
、出
張
申
告
受

付
の
日
程
は
当
該
会
場
で
す
。

　
時
間
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
告
書（
個
人
住
民
税
申
告
書
に
限
る
）

は
、
郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
押
印
も
れ
、
記
載
内
容
に
不
明
な
点

が
あ
る
と
き
、
添
付
資
料
に
不
備
が
あ
る

と
き
な
ど
は
、
当
該
申
告
書
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

◎
郵
送
で
の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、申
告
会
場
は

大
変
混
み
合
い
ま
す
。申
告
書
を
書
い
た
人

は
、郵
送
で
の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。申

告
書
に
住
所・名
前・フ
リ
ガ
ナ・生
年
月
日・

電
話
番
号・必
要
事
項
な
ど（
所
得
や
控
除
な

ど
）の
記
入
も
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、押

印
の
う
え
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
の
た
め
の

身
元
確
認
、お
よ
び
番
号
確
認
書
類
の
写
し
、

源
泉
徴
収
票・
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
同
封
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
申
告
分
は
、
記
入
し
た
内
容
に
関
し

て
電
話
で
確
認
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
役
所
税
務
課
で
は
、
下
記
の
日
程
で
、

申
告
期
間
前
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
公
民
館
な
ど
で
の
出
張
申
告
受
付・相
談
時

間
は
、午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

※
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、「
申
告
書

の
手
引
き
」
を
参
照
し
て
、
自
分
で
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
住

所
・
名
前
・
生
年
月
日
・
扶
養
親
族
の
欄

は
、
事
前
に
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
か
ら
送
付
し
て
い
る「
平
成
28
年

分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」は
、自
分
で
作

成（
自
書
申
告
）を
し
て
く
だ
さ
い
。市
役

所
で
は
、預
か
る
だ
け
で
、「
受
付
」は
で
き

ま
せ
ん
。

〔
税
務
課
市
民
税
係　

内
線
２
６
２
〕

とき 受付会場 主な対象地区

２月３日㈮ 西坊城公民館 西坊城、出、秋吉

２月７日㈫ 築山公民館 築山、大谷

２月８日㈬
市立土庫
公民館

松塚、東雲町、土庫
土庫１・２・３丁目

２月９日㈭ 根成柿公民館 根成柿、吉井、奥田

２月10日㈮ 陵西公民館 野口、池田、市場

２月14日㈫ 池尻公民館 池尻、藤森

２月15日㈬
葛城コミュニ
ティセンター

曽大根、曽大根１・２丁目
南陽町、甘田町、蔵之宮町

申
告
に
お
け
る
注
意
事
項

出
張
申
告
受
付・相
談
な
ど
の
日
程

平
成
28
年
分
の
申
告

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
は
、

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬
ま
で
、

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
３
月
31

日
㈮
ま
で
で
す
。

※
葛
城
税
務
署
の
申
告
会
場
は
、大
変
混

雑
し
ま
す
。混
雑
状
況
や
相
談
内
容
に

よ
っ
て
、申
告
書
の
作
成
な
ど
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。な
る
べ
く
早
め（
午
後

4
時
ま
で
）に
来
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
分
の
納
税

①
振
替
納
税
で
な
い
人
の
納
付
期
限

・
所
得
税・
復
興
特
別
所
得
税
…
３
月
15

日
㈬

・
消
費
税・地
方
消
費
税
…
３
月
31
日
㈮

②
振
替
納
税
の
人
の
納
付
期
限（
振
替
期
日
）

・
所
得
税・
復
興
特
別
所
得
税
…
４
月
20

日
㈭

・
消
費
税・地
方
消
費
税
…
４
月
25
日
㈫

※
葛
城
税
務
署
で
は
、通
常
、土
日・
祝
日

は
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、２
月
19
日
㈰

と
２
月
26
日
㈰
に
限
り
、確
定
申
告
用

紙
の
配
付・
確
定
申
告
の
相
談・
申
告

書
の
受
付
を
奈
良
税
務
署
で
行
い
ま
す

(
上
記
両
日
は
、葛
城
税
務
署
に
会
場
を

設
け
て
い
ま
せ
ん)

。

※
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税（
原
則
と
し
て
、各
年

分
の
所
得
税
額
の
2.1
％
）を
、所
得
税
と

併
せ
て
申
告・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、復
興

特
別
所
得
税
額
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
還
付
金
の
口
座
振
込
に
は
、e-Tax

利

用
の
人
は
約
３
週
間
、そ
れ
以
外
の
人

は
１
か
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp)

の
利
用
を
】

　

所
得
税
の
申
告
は
、自
動
計
算
で
便
利

な
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、「
ｅ
―Ｔ
ａ

ｘ（
国
税
電
子
申
告・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp)

を

利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

〔
葛
城
税
務
署　

☎
22
・
２
７
２
１
〕

葛
城
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税・
復
興
特
別
所

得
税・
消
費
税・
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
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平成29年度 大和高田市水道事業水質検査計画

安
心・安
全
な
水
道
水
を

お
と
ど
け
し
ま
す

上
水
道
事
業
の
概
要

決算収支状況　上水道事業（税抜）

水
道
部
門
で
は
、安
心
し
て
飲
め
る
安
全
な
水
道
水
を
、皆
さ
ん
の
も
と
へ
安
定
供

給
す
る
た
め
、配
水
管
の
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、施
設
の
整
備・改
修
事
業
を

順
次
す
す
め
て
い
ま
す
。ま
た
、水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
検
査
と
施
設
の
管

理
を
適
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
水
道
水
に
つ
い
て
、「
平
成
27
年
度
上
水
道
事
業

の
概
要
」と「
水
質
検
査
」を
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
配
水
状
況
は
、総
配
水
量

は
７
０
８
万
４
、１
２
８
㎥
で
、前
年
度
と
比
べ

て
３
万
３
、３
５
６
㎥
、率
に
し
て
0.5
％
減
少
し

て
い
ま
す
。給
水
人
口
は
６
万
７
、１
３
２
人

で
、前
年
度
に
比
べ
て
７
０
２
人
減
少
し
ま
し

た
。給
水
戸
数
に
つ
い
て
は
３
万
７
２
４
戸
と

な
り
、前
年
度
と
比
べ
21
戸
減
少
し
ま
し
た
。

　

水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、配

水
管
整
備
事
業
と
し
て
、配
水
管
布
設
工
事

（
旭
北
町
地
内
外
３
か
所
）や
、配
水
管
布

設
替
工
事（
西
坊
城
地
内
外
20
か
所
）を
実

施
し
、下
水
道
関
連
工
事
と
し
て
、給
配
水

管
移
設
工
事（
築
山
地
内
外
17
か
所
）な
ど

を
行
い
ま
し
た
。��

　
財
政
状
況
は
、平
成
27
年
度
１
億
９
、３
０

９
万
２
６
６
円
の
純
利
益
が
生
じ
、前
年
度

繰
越
利
益
剰
余
金
13
万
７
０
５
円
、そ
の
他

未
処
分
利
益
剰
余
金
変
動
額
３
億
４
、８
５

３
万
６
２
４
円
と
合
わ
せ
、当
年
度
未
処
分

利
益
剰
余
金
は
、５
億
４
、１
７
５
万
１
、５
９

５
円
と
な
り
、翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
財
政
状
況
は
、総
配
水
量
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
、人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
、料
金
収
入
の
減
少
や
老
朽
化
し
た
設
備

更
新
に
費
用
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
、予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。��

　

今
後
も
、更
に
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
、

経
費
の
削
減
に
努
め
、財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
り
な
が
ら
、将
来
に
効
率
よ
く
継
承
で

き
る
よ
う
、老
朽
施
設
の
更
新
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。ま
た
、災
害
時
に
備
え
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
事
業
を
推

進
し
、常
に
安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
道

水
の
安
定
供
給
を
図
り
、住
民
福
祉
の
向
上

に
資
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

維持管理整備事業
①管路対策：
　老朽管更新事業計画（27年度末決算）
　水管橋の点検
●配水管延長…… 217,786m
●老朽管残延長… 13,692m
●老朽管割合…… 6.3％
②施設対策：配水場老朽施設の更新

水道施設の整備

給水人口　…………… 67,132 人
給水戸数　………… 30,724 戸
年間総配水量　…… 7,084,128㎥
1日最大配水量　…… 21,640㎥
1人1日平均配水量…… 288ℓ

業務量（平成28年3月31日現在）

資本的収入 250,061 移設工事負担金収入、企業債借入など

資本的支出 894,298 水道施設の拡張、改良工事、企業債償還金など

差　　　引 △644,237 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

（単位：千円）

【水道事業費用内訳】 【水道事業収益内訳】
その他…38,004（2.5％）動力費…21,877（1.4％）

支払利息
47,668（3.1％）

人件費
177,189（11.5％）

減価償却費
250,621（16.2％）

物件費
144,441（9.3％）

受水費
867,412（56.1％）

費用合計
1,547,212

（単位：千円）

その他…115,005（6.6％）分担金
37,080（2.1％）

給水収益（水道料金）　
1,588,217（91.3％）

収益合計
1,740,302

（単位：千円）
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区　分 内　容

給水区域 大和高田市内

給水人口（平成27年度）67,132 （人）

給水戸数（平成27年度）30,724 （戸）

年間給水量 7,084,128 ㎥

計画１日最大給水量 38,000 ㎥／日

実績１日最大給水量 21,640 ㎥／日

平成29年度 大和高田市水道事業水質検査計画

平
成
29
年
度 

大
和
高
田
市
水
道
事
業
水
質
検
査
計
画

１　
基
本
方
針

　
清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、施
設
の
管

理
を
適
正
に
行
い
、水
道
法
を
遵
守
す
る
こ

と
を
基
本
に
、適
正
な
水
質
項
目・検
査
頻

度・
採
水
地
点
の
選
定
を
行
い
、適
切
な
判

断
に
よ
り
、需
用
者
が
安
心
、信
頼
し
て
利

用
で
き
る
水
道
を
め
ざ
し
ま
す
。

２　
水
道
事
業
の
概
要

⑴�

水
源
は
、奈
良
県
営
水
道
か
ら
１
０
０
％
受
水

⑵
配
水
場
は
、市
内
３
か
所

　
１
日
配
水
施
設
能
力

　
　
大
東
配
水
場：１
０
、０
０
０
㎥

　
　
天
満
配
水
場：�１
３
、０
０
０
㎥

　
　
陵
西
配
水
場：�１
５
、０
０
０
㎥

	
３　
水
道
水
の
状
況

⑴�
水
道
水
は
、奈
良
県
水
道
局
御
所
浄
水
場

か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。御
所
浄
水
場
の
水

質
に
つ
い
て
は
、奈
良
県
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
水
質
検
査
結
果
を
見
て
く
だ
さ
い
。

⑵�

水
道
水
は
、こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
よ
り
、

水
質
基
準
を
十
分
満
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、安
全
で
良
質
な
水
で
す
。

４　
水
質
検
査
項
目
、検
査
頻
度

　

�

水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質
検
査
項

目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目

　

�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表
1
）

〈
51
項
目
〉お
よ
び
毎
日
検
査
項
目（
別

表
3
）の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度

ア�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
項
目
№
1
、2
、38
、46
～
51
の
検

査
は
、毎
月
１
回
行
い
ま
す
。

イ�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

1
）の
う
ち
、前
記
の
項
目
ア
と
省
略
不

可
項
目
№
9
、21
～
31
、42
、43
以
外
の
項

を
行
い
ま
す
。

⑴�

定
期
検
査
に
よ
り
、水
質
異
常
が
判
明
し

た
場
合

⑵�

水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
た
恐
れ

が
あ
る
と
き

⑶�

原
因
不
明
の
色
や
濁
り
な
ど
、水
質
が
著

し
く
悪
化
し
た
と
き

⑷�

給
水
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、

消
化
器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
る
と
き

　

臨
時
の
水
質
検
査
は
、速
や
か
に
実
施

し
、水
質
異
常
が
終
息
し
、蛇
口
の
水
の
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
行
い
ま
す
。

７ 

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
検
査
結
果
の
公
表

　

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
水
質
検
査
の
結

果
は
、次
の
方
法
で
公
表
し
ま
す
。

⑴
広
報
誌「
や
ま
と
た
か
だ
」

⑵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

８ 

水
質
検
査
計
画
の
評
価

　

水
質
基
準
は
、水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る

す
べ
て
の
水
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

要
件
で
す
。

　
本
市
で
は
、水
質
検
査
結
果
が
水
質
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、得
ら
れ
た
結
果
と
蓄
積

し
た
デ
ー
タ
の
比
較
評
価
な
ど
を
行
い
、水

質
管
理
に
活
用
し
ま
す
。

９ 

水
質
検
査
計
画
の
見
直
し

　
水
質
検
査
計
画
の
見
直
し
は
、検
査
結
果

の
状
況
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

10 

水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性
の
確
保

　
水
質
検
査
に
お
け
る
測
定
値
の
信
頼
性
の

確
保
の
た
め
、妥
当
性
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、妥
当
性
の
確
認
を
し
た
検
査
機

関
で
行
い
ま
す
。

⑶給水状況

水
質
検
査
計
画
と
は

水
質
検
査
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に「
安
心
」「
安
全
」な
水
の
供
給
を
す
る
た
め
不
可

欠
で
あ
り
、水
道
水
の
水
質
管
理
に
お
い
て
中
核
と
な
る
も
の
で
す
。	

水
質
検
査
計
画
と
は
、水
質
検
査
の
適
正
化
を
確
保
す
る
た
め
に
、水
質
検
査
項
目

を
定
め
た
も
の
で
す
。

上
下
水
道
部
で
は
、水
道
水
の
状
況
を
踏
ま
え
、水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
検
査
結
果
の
公
表
と
併
せ
て
、水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
安
全

で
あ
る
こ
と
を
更
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、公
表
し
ま
す
。

目
に
つ
い
て
は
、年
4
回
以
上
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、過
去
3
年
間
の
検

査
結
果
が
、基
準
値
の
10
分
の
1
以
下
の

場
合
に
は
3
年
に
1
回
、10
分
の
1
超
過

5
分
の
1
以
下
の
場
合
に
は
年
に
1
回
ま

で
、検
査
頻
度
を
緩
和
し
て
行
い
ま
す
。

ウ�

法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目（
別
表
3
）

の
、色・濁
り・消
毒
の
残
留
効
果（
残
留
塩

素
）の
検
査
は
、1
日
1
回
行
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

　

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、よ

り
質
の
高
い
水
道
水
を
め
ざ
す
た
め
、水
質

管
理
上
留
意
す
べ
き
項
目
で
す
。水
質
管
理

目
標
設
定
項
目（
別
表
2
）〈
3
項
目
〉の
水

質
検
査
を
行
い
ま
す
。

③ 

水
質
管
理
上
優
先
す
べ
き
対
象
項
目
な

ど
の
留
意
す
べ
き
事
項

５　
水
質
検
査
の
方
法

⑴
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を
行
う
項
目

・�

毎
日
検
査（
水
道
法
の
規
定
に
よ
る
毎
日

検
査
項
目
）

⑵ 

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合（
一

部
事
務
組
合
）に
委
託
す
る
検
査

・�
水
質
基
準
項
目（
検
査
区
分：毎
月
検
査・

項
目
検
査
）

・
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６　
臨
時
検
査

　
水
道
水
が
、次
の
よ
う
な
水
質
変
化
が
あ

り
、水
質
基
準
に
適
合
し
な
い
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、必
要
に
応
じ
て
臨
時
の
水
質
検
査

水質管理上
留意すべき
項目

留意すべき
事項

残留塩素 配水過程で
減少

濁度・色度
管路内など
配水過程で
上昇

ｐＨ
配管内など
配水過程で
上昇

4 広報誌　　　　　　　2017年2月号



毎日検査項目（別表３）水質管理目標設定項目（別表２）

項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケル及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下

28年度実施 29年度予定 27年度実施14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己

2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己

水質基準項目（別表１）

平成29年度 大和高田市水道事業水質検査計画

区分 項目
№ 水質基準項目 基準値 過去３年間の

最高値

検査頻度
大東配水場系 天満配水場系 陵西配水場系

給水栓 給水栓 給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/mL 0 月1回 月1回 月1回2 大腸菌 不検出 検出せず
３ カドミウム及びその化合物 0.001mg/L以下 0.001未満

2８年度実施 2９年度予定

2７年度実施4 水銀及びその化合物 0.0005mg/L以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01mg/L以下 0.002 年1回
７ ヒ素及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満 2７年度実施８ 六価クロム化合物 0.05mg/L以下 0.005未満
９ 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 0.004未満 年4回 年4回 年4回10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 0.50 

2８年度実施 2９年度予定 2７年度実施

12 フッ素及びその化合物 0.８mg/L以下 0.06
1３ ホウ素及びその化合物 1.0mg/L以下 0.02
14 四塩化炭素 0.002mg/L以下 0.0002未満
15 1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 0.005未満

16 シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 0.002未満

1７ ジクロロメタン 0.02mg/L以下 0.001未満
1８ テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
1９ トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
20 ベンゼン 0.01mg/L以下 0.001未満
21 塩素酸 0.6mg/L以下 0.006未満

年4回 年4回 年4回

22 クロロ酢酸 0.02mg/L以下 0.002未満
2３ クロロホルム 0.06mg/L以下 0.005
24 ジクロロ酢酸 0.0３mg/L以下 0.00８
25 ジブロモクロロメタン 0.1mg/L以下 0.001
26 臭素酸 0.01mg/L以下 0.001未満
2７ 総トリハロメタン 0.1mg/L以下 0.00９
2８ トリクロロ酢酸 0.0３mg/L以下 0.004未満
2９ ブロモジクロロメタン 0.0３mg/L以下 0.00３
３0 ブロモホルム 0.0９mg/L以下 0.001未満
３1 ホルムアルデヒド 0.0８mg/L以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

３2 亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満 2８年度実施 2９年度予定 2７年度実施
３３ アルミニウム及びその化合物 0.2mg/L以下 0.04 年1回

2９年度予定

年1回
３4 鉄及びその化合物 0.３mg/L以下 0.005未満

2８年度実施 2７年度実施３5 銅及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満
３6 ナトリウム及びその化合物 200mg/L以下 4.９ 
３７ マンガン及びその化合物 0.05mg/L以下 0.001未満
３８ 塩化物イオン 200mg/L以下 11 月1回 月1回 月1回
３９ カルシウム,マグネシウム等（硬度） ３00mg/L以下 4７ 年1回 年1回 年1回
40 蒸発残留物 500mg/L以下 101 年4回
41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下 0.02未満 2８年度実施 2９年度予定 2７年度実施
42 ジェオスミン 0.00001mg/L以下 0.000001未満 年4回 年4回 年4回4３ 2-メチルイソボネオール 0.00001mg/L以下 0.000004
44 非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下 0.005未満 2８年度実施 2９年度予定 2７年度実施45 フェノール類 0.005mg/L以下 0.005未満
46 有機物（全有機炭素TOCの量） ３mg/L以下 0.6 

月1回 月1回 月1回

4７ pH値 5.８～８.6 ７.３
4８ 味 異常なし 異常なし
4９ 臭気 異常なし 異常なし
50 色度 5度以下 1未満
51 濁度 2度以下 0.1未満

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回 過去の検査結果から1年に4回
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4階

4階

〔
上
下
水
道
部
水
道
部
門　

☎
52
・
１
３
６
５
〕

安
心
し
て
水
道
水
を
使
う
た
め
に

　
現
在
、鉛
給
水
管
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、平

成
元
年
以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た
家
庭
で
は
、

鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ

の
よ
う
な
家
庭
で
、長
時
間
水
道
水
を
使
用
し
な

い
場
合
、例
え
ば
、朝一番
や
、旅
行
な
ど
で
長
時
間

留
守
に
し
た
と
き
の
最
初
の
水
は
、鉛
が
ご
く
わ
ず

か
に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常（
流
水
）の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、出
し
始
め
の
水
は
、念
の
た
め
に
バ
ケ
ツ一杯

ぐ
ら
い
を
、飲
み
水
以
外
に
使
って
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

◎
自
分
で
で
き
る「
水
質
チ
ェッ
ク
」

　
無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コッ
プ
に
水
を
入
れ
、色
、

濁
り
、臭
い
、味
の
４
項
目
を
チェッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

① 

色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、給
水
管
の

腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

② 

濁
っ
て
い
る　

水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

③ 

臭
い
が
す
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、汚
染
物
資
の
混

入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④ 

変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、給
水
管
の

腐
食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
①
～
④
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に
貯

水
槽
の
設
置
者（
管
理
者
）に
連
絡
し
、適
切
な
対

応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

・
貯
水
槽
は
、所
有
者
が
管
理
す
る
も
の
で
す

・ 

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
は
、適
正
な
管
理
が

必
要
で
す

　
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽
は
、水
道
法

で
、設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や
検
査
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
効
容
量
が
10
㎥
以
下

の
小
規
模
な
受
水
槽
に
つ
い
て
も
、設
置
者
に
対
し

て
適
正
な
管
理
と
検
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
設
置
者
や
管
理
責
任
者
は
、日
ご
ろ
の
管
理
と
、

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
清
掃・水
質
検

査・設
備
点
検
を
行
い
、水
槽
を
い
つ
も
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

水
道
資
材
納
入
業
者

「
入
札
参
加
資
格
申
請
」の
受
付

　
市
内・市
外
業
者
の
定
期
受
付
で
す
。

▽
受
付
期
間　
2
月
1
日
㈬
～
28
日
㈫�（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午
、午
後
1
時
～
4
時

▽
提
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
提
出
方
法　
申
請
書
な
ど
を
水
道
総
務
課
へ
持
参　

※�

申
請
書
な
ど
は
、水
道
総
務
課
窓
口
で
配
布
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
指
名
願
有
効
期
間

●
市
内
業
者
…
平
成
29・30・31
年
度

●
市
外
業
者
…
平
成
29・30・31
年
度

▽
納
入
資
材　
量
水
器
、水
道
専
用
補
修
材
料
、そ
の
他
水
道
専
用
資
材

〔
水
道
総
務
課　

☎
52・１
３
６
７
〕

▽
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫�（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
提
出
方
法　
申
請
書
な
ど
を
市
立
病
院
栄
養
管
理
科
へ
持
参　

※
申
請
書
な
ど
は
、市
立
病
院
栄
養
管
理
科
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

▽
登
録
有
効
年
度　
平
成
29
年
度

▽�

納
入
物
資　
青
果
物
、冷
凍
食
品
、加
工
水
産
物
、塩
干
物
、缶
詰
類
、

嗜
好
物
、調
味
料
、食
用
油
、穀
類
、鶏
卵
、肉
類

〔
市
立
病
院
栄
養
管
理
科　

☎
53・２
９
０
１（
内
線
６
６
１
３
）〕

市
立
病
院
給
食
用
物
資
納
入
業
者
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ゴ
ミ
の
減
量
と

適
正
な
処
理
の
お
願
い

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、よ
り一
層
の

ご
み
減
量
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。「
新
聞
」、

「
紙
類
」、「
ペッ
ト
ボ
ト
ル
」、「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」な
ど
は
、分
別

す
る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な
り
、

燃
え
る
ゴ
ミ
の
減
量
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

事
業
者（
会
社
、商
店
、飲
食
店
、病
院
、

銀
行
、事
務
所
、営
業
所
、工
場
な
ど
）に

も
、ゴ
ミ
の
分
別
の
促
進
と
減
量
、適
正
処

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。事
業
系
ゴ
ミ
は
、

市
で
収
集
す
る
ゴ
ミ
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、事
業
系
ゴ
ミ

が
適
正
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、啓
発
用
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
事
業
者
に
配
布
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、商
店
街
な
ど
で
は
、事
業
系
ゴ

ミ
が
市
の
指
定
袋
に
混
入
さ
れ
て
い
な
い

か
監
視
、指
導
を
行
って
い
ま
す
。

　
市
で
発
生
す
る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、市
民
、事
業
者
が
共
に
ゴ
ミ
の
再
資

源
化
と
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
企
画
整
備
課

☎
52・１
６
０
０
〕

大
和
川
水
質
改
善
強
化
月
間

　

雨
量
が
少
な
く
、水
質
の
悪
化
す
る
２

月
を「
大
和
川
水
質
改
善
強
化
月
間
」と

し
て
い
ま
す
。大
和
川
の
汚
れ
の
原
因
は
、

家
庭
か
ら
出
る「
生
活
排
水
」で
あ
る
こ
と

か
ら
、流
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
生
活
排
水

を
減
ら
す
取
組
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。よ

り
き
れ
い
な
大
和
川
の
た
め
、水
質
改
善
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、残
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
、拭

き
取
って
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・�

食
べ
残
し
や
残
り
ク
ズ
を
、直
接
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

石
け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、洗
剤
類
は
、使
い

す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・�

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、定
期

的
に
点
検
し
、１
年
に
１
回
以
上
清
掃

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
～
７
日
ま
で
の
１
週
間
、全
国

で一斉
に
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

寒
さ
の
残
る
日
が
あ
り
、ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
で
、火
を
使
用
す
る
機
会
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、空
気
も
乾
燥
し
、火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
も
、今一度
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、暖

房
器
具
や
電
化
製
品
の
点
検
な
ど
を
行
い
、

火
災
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
す
べて
の
住
宅
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。既
に

設
置
し
て
い
る
警
報
器
に
つ
い
て
は
、万
が一

に
備
え
、点
検・清
掃
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

人
は
す
ぐ
に
設
置
し
て
、も
し
も
の
火
災
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25・０
１
１
９
〕

元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
技
術
を
学
ぼ
う

少
年
少
女
特
別
野
球
教
室

　

平
成
28
年
12
月
10
日
㈯
、総
合
体
育
館
で
、元
プ
ロ

野
球
選
手
の
三
浦
大
輔
さ
ん
、関
本
賢
太
郎
さ
ん
、現

役
選
手
の
福
山
博
之
さ
ん
が
、市
内
の
少
年
少
女
野
球

チ
ー
ム
を
指
導
し
ま

し
た
。憧
れ
の
プ
ロ
野

球
選
手
と
一
緒
に
練

習
が
で
き
、指
導
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、「
優
し
く
、わ
か

り
や
す
く
教
え
て
も

ら
っ
た
」と
い
う
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

〔
総
合
体
育
館

☎
22・８
８
６
２
〕

白
拍
子
舞
の
奉
納

　

平
成
28
年
12
月
11
日
㈰
、石い
そ
の
に
ま
す
た
く
む
し
た
ま
じ
ん
じ
ゃ

園
坐
多
久
蟲
玉
神
社

（
龍
王
宮
）で
、「
白
拍
子
舞
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。市

や
商
工
会
議
所
が
は
じ
め
た
取
組
を
、平
成
19
年
に
ま

ち
づ
く
り
団
体「
夢
咲

塾
」が
引
き
継
ぎ
、今

回
で
10
回
目
の
開
催

に
な
り
ま
す
。大
和
高

田
市
礒
野
は
、静
御
前

の
母
の
出
身
地
で
、静

御
前
が
余
生
を
送
っ

た
地
と
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

〔
自
治
振
興
課

内
線
２
２
７
〕

映
画「
天
使
の
い
る

図
書
館
」先
行
上
映

　

２
月
11
日
㈯
か
ら
、映
画「
天
使

の
い
る
図
書
館
」が
、先
行
公
開
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
、本
市
を
含
む
、４

市
１
町
で
構
成
す
る「
葛
城
地
域
観

光
協
議
会
」が
立
ち
上
げ
た
、「
葛
城

地
域
観
光
振
興
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」が
製
作
し
た
映
画
で
す
。葛

城
地
域
が
舞
台
で
、大
中
公
園
、天

神
社
な
ど
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▽
上
映
場
所

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
橿
原（
橿
原
市

曲
川
町
７
丁
目
20
番
１
号
）

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
西
大
和（
北
葛
城
郡

川
合
町
広
瀬
台
３
丁
目
５
番
１
号
）

　

な
お
、２
月
18
日
㈯
か
ら
は
、順

次
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。

〔
企
画
法
制
課
観
光
企
画
調
整
係　

内
線
２
８
５
〕
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大
和
高
田
市

70
年
の
歩
み

市
民
体
育
館
完
成(

昭
和
36
年)

　
当
時
市
民
体
育

館
は
、現
在
の
馬

冷
池
公
園(

本
郷

町)

の
場
所
に
あ

り
ま
し
た
。昭
和

57
年
に
、幸
町
に

総
合
体
育
館
が
開

館
し
た
た
め
、市

民
体
育
館
は
市
民

会
館
に
新
装
さ
れ

ま
し
た
。

リ
ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
調
印

(

昭
和
38
年)

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
リ
ズ
モ
ー
市
と
、昭

和
38
年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。写

真
は
、そ
の
翌
年
に
、キ
ャ
ン
ベ
ル
市
長
が
本

市
を
訪
れ
た
と
き
の
１
枚
で
す
。平
成
30
年

で
、姉
妹
都
市
交
流
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。

〔
広
報
情
報
課　
内
線
２
７
３
〕

　

各
校
区
人
推
協
主
催
の
地
区
別
懇
談
会

を
、昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
10
会
場

で
実
施
し
ま
し
た
。６
３
３
名
の
参
加
者
を

得
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
い
の
ち・
子
育
ち　

頭
の
体

操
」と
題
す
る
ク
イ
ズ
を
元
に
、グ
ル
ー
プ
ご

と
に
語
り
合
い
ま
し
た
。○
×
ク
イ
ズ
や
三
択

ク
イ
ズ
も
織
り
交
ぜ
、グ
ル
ー
プ
分
け
に
も
少

し
工
夫
を
し
ま
し
た
。語
ら
い
の
後
、進
行
係

か
ら
の
謎
解
き
、人
権
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と

め
の
話
を
し
ま
し
た
。人
権
感
覚
を
高
め
る
場

を
、和
や
か
に
語
ら
い
な
が
ら
、参
加
者
の
皆

さ
ん
と
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
４
７
７
名
→
５
４
２
名
→
５
５
５
名
→
６

３
３
名
と
、こ
こ
数
年
、参
加
者
数
も
着
実
に

伸
び
て
い
ま
す
。ま
た
、開
会
閉
会
の
総
代
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
に
も
、こ
れ
ま
で
の
長
年
の
学

び
が
活
か
さ
れ
た
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
【
人
の
心
は
変
え
ら
れ
る
と
実
感
】

○�

人
権
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
は
あ
っ
て

も
、話
し
合
う
機
会
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。大
事
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○�

こ
の
よ
う
な
地
区
懇
で
あ
れ
ば
、参
加
者
は

増
え
る
や
ろ
う
な
、と
思
い
ま
し
た
。

○�

長
年
民
生
児
童
委
員
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。和
や
か
で
、話
し
や
す
く
て
、で
も

差
別
は
お
か

し
い
と
し
っ
か

り
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る

内
容
で
し
た
。

来
年
も
必
ず
参
加
し
ま
す
。

○�

な
る
ほ
ど
と
お
も
う
こ
と
ば
か
り
で
、楽
し

く
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。無
関
心
で
あ
る

こ
と
が
、い
か
に
罪
深
い
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

○�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ま
と
め
に
感
動
し
た
。涙

が
出
そ
う
だ
っ
た
。

○�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
お
話
、前
半
の
和
や
か

な
に
加
え
、学
び
に
深
み
を
添
え
て
も
ら
っ

た
。素
晴
ら
し
か
っ
た
。

○�

話
し
合
い
の
中
で
、身
近
な
差
別
の
問
題
に

切
り
込
ん
だ
話
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し

た
。家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、す
ぐ
話
題
に
し

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。い
や
、す
ぐ
話

し
ま
す
。

と
いっ
た
声
を
、多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
人
権
侵
害
の
歯
止
め
と
し
て

　
　
「
本
人
通
知
制
度
」の
活
用
を
】

　
「
本
人
通
知
制
度
」に
つ
い
て
、今
年
度
も

地
区
別
懇
談
会
の
中
で
、案
内
を
し
ま
し
た
。

　
「
本
人
通
知
制
度
」は
、市
町
村
が
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
場
合
に
、希
望
す
る
本
人
に
、交
付
し
た
こ

と
を
知
ら
せ
る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
は
、不

正
請
求・取
得
の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

（
市
民
課
へ
の
登
録
と
、３
年
ご
と
に
更
新
が

必
要
）。

　
本
市
で
は
、ま
だ
ま
だ
周
知
が
足
り
な
い
と

考
え
ま
す
。人
権
侵
害
の
大
き
な
抑
止
力
に

な
る
も
の
と
考
え
、今
後
も
呼
び
か
け
強
化
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、３
年
ご
と

に
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や
、さ
ら
に

は「
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

わ
ざ
わ
ざ
申
請
に
行
か
な
く
て
も
、通
知
し
て

く
れ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
強
い

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。検
討
を
し
て
い
き
た
い

課
題
で
す
。

【
さ
ら
に
素
敵
な
時
間
に
】

　
「
ぜ
ひ
ま
た
参
加
し
た
い
」と
の
声
を
た
く

さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
、「
魅
力
あ
る
地
区
別

懇
談
会
」に
と
い
う
ね
ら
い
に
、少
し
近
づ
け

た
と
考
え
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
参
加

も
増
え
、学
び
の
幅
が
広
が
っ
た
、と
の
声
も

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一方
、今
後
研
修
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
期

待
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、校
区
事
務

局
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
不
十
分
さ
も
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。さ
ら
に
は
、進
行
役
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
打
ち
合
わ
せ
の
足
り
な
さ
な
ど
、反
省

点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。事
務
局
な
ど
、人
権

問
題
へ
の
さ
ら
な
る
学
び
、啓
発
の
あ
り
方
の

研
修
な
ど
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
言
葉
を
共
有
し
、

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の一層
の
前

進
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課
内……

市
人
推
協
事
務
局

内
線
２
７
６
〕

～
「
い
の
ち
」・
人
権
・
優
し
さ
を
求
め
て  

地
区
別
懇
談
会
～

人 
も 

笑
顔 

も 

深
い
学
び 

も 

増
え
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平
成
28
年
12
月
か
ら
、洗
濯
表
示
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
22
種
類
か
ら
、国
際
規
格
に
合
わ
せ
た
41

種
類
に
増
え
ま
し
た
。「
５
つ
の
基
本
記
号
」と
、強
さ
や
温

度
、禁
止
を
表
す「
付
加
記
号
」「
数
字
」の
組
み
合
わ
せ
で
構

成
さ
れ
、記
号
で
伝
え
ら
れ
な
い
情
報
は
、簡
単
な
言
葉
で

記
号
の
近
く
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他
の
追
加
記
号

「
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
」

　

タ
ン
ブ
ル
乾
燥
機
と
は
、機
械
の
中
で
洗
濯
物
を
回
転

さ
せ
な
が
ら
温
風
で
乾
燥
す
る
衣
類
乾
燥
機
で
す
。日
本

の
家
庭
で
は
、洗
乾
一
体
型
洗
濯
機
や
回
転
式
衣
類
乾
燥

機
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
し
ま
す
。

　「
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
が

特
殊
な
技
術
で
行
う
、プ
ロ
の
水
洗
い
と
仕
上
げ
に
よ
る

洗
濯
で
す
。　

「
酸
素
系
漂
白
剤
」

　
酸
素
系
漂
白
剤
は
、色
柄
物
に
も
使
え
る
漂
白
剤
で
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は「
酸
素
系
漂
白
剤
」や「
色
柄
物
に
も
」な

ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、粉
末
タ
イ
プ
の
も
の

は
、毛
や
絹
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

き
め
細
や
か
な
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
で
、洗
濯
に

よ
っ
て
衣
類
が
縮
む
、色
が
落
ち
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。表
示
の
変
更
に
よ
り
、

慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、大
切
な

衣
類
を
守
る
た
め
に
、洗
濯
を
す
る
と
き
は
表
示
を
よ
く

見
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

洗
濯
表
示
が

　
　
変
わ
り
ま
し
た

● 市消費生活センター ▽相談日時　月～金曜日 午前10時～午後4時　 ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階
　 ▽予約先　☎ 22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。 9広報誌　　　　　　　2017年2月号



◦�

外
来
生
物
ず
か
ん

五
箇�

公
一�

監
修
／
ほ
る
ぷ
出
版

◦�

電
車
大
集
合 

１
９
２
２
点

広
田�

尚
敬�

写
真
／
講
談
社

◦
車
夫
2　
幸
せ
の
か
っ
ぱ   

い
と
う�

み
く�

作
／
小
峰
書
店

◦
え
と
え
と
が
っ
せ
ん  

石
黒�

亜
矢
子�

作
／
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

◦
し
ち
ふ
く
じ
ん     

中
川�

学�

絵
／
岩
崎
書
店

◦「
図
書
館
ね
こ
ベ
イ
カ
ー
＆
テ
イ
ラ
ー
」 

ジ
ャ
ン・ラ
ウ
チ�

著
／
早
川
書
房

　
　
ア
メ
リ
カ
西
部
の
小
さ
な
公
立
図
書
館

で
飼
わ
れ
て
い
た
2
匹
の
猫
た
ち
。2
匹

は
や
が
て
世
界
的
な
ス
タ
ー
へ
と
成
長
し

て
い
き
…
。長
年
2
匹
の「
お
母
さ
ん
役
」

を
務
め
た
司
書
が
、彼
ら
の
思
い
出
を
綴

る
。全
米
各

地
で
活
躍
す

る「
図
書
館

ね
こ
」た
ち

も
紹
介
。

◦「
モ
ン
ス
タ
ー・ホ
テ
ル
で
そ
っ
く
り
さ
ん
」

柏
葉�

幸
子�

作
／
小
峰
書
店

　　
　

1
週
間
ぶ
り
に
モ
ン
ス
タ
ー・
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
に
来
た
ド
ラ
キ
ュ
ラ
男
爵
の
前

に
現
れ
た
の
は
、ぽ
っ
ち
ゃ
り
太
り
ぎ
み

の
キ
ツ
ネ
の
ツ
ネ
ミ
さ
ん
に
、背
が
縮
ん

だ
透
明
人
間
の
ト
オ
ル
さ
ん
…
。2
人
と

も
、そ
っ
く

り
だ
け
ど
、

な
ー
ん
か

違
う
!?

◦�

本
の
時
間
を
届
け
ま
す

篠
賀�

典
子
ほ
か�

著
／
洋
泉
社

◦�
平
城
京
の
ご
み
図
鑑

奈
良
文
化
財
研
究
所�

監
修
／
河
出
書
房
新
社

◦�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所�

編
集

／
関
西
学
院
大
学
出
版
会

◦�

忘
れ
ら
れ
な
い
パ
ン「
た
ま
木
亭
」

玉
木�
潤�
著
／
柴
田
書
店

◦
雪
煙
チ
ェ
イ
ス

東
野�

圭
吾�

著
／
実
業
之
日
本
社

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎絵
えほん
本のよみきかせ

▷とき　2月
がつ

4日
にち

・18日
にち

㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん
　　　　　じどうコーナー

◎おはなし会
かい

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
）

▷とき　2月
がつ

11日
にち

㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「こすずめのぼうけん」
●えほん　　 「 お月

つき
さまってどんなあじ？」

◎えほんとわらべうたの時
じかん
間〈きらら〉

（担
たんとう
当：たかだおはなしろうそくの会

かい
）

▷とき　2月
がつ

25日
にち

㈯
ど

 
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　 プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「おいしいおかゆ」
●えほん　　「へんてこ　へんてこ」

2 月のおはなし会 催しのご案内

■おひなさまに顔
かお
をかこう！

　紙
かみ

コップで作
つく

ったおひなさまを用
よ う い

意しています。図
と し ょ か ん

書館へ来
き

てくれた
こどもたちに描

か
いてもらった顔

かお
をつけて、2月

がつちゅうかんない
中館内に飾

かざ
ります。その後

ご

は、プレゼントしますので、家
いえ

にも飾
かざ

ってください。
▷ とき　2月

がつ
1日

にち
㈬
すい

～2月
がつ

28日
にち

㈫
か

▷ ところ　図
と し ょ か ん

書館3番
ばん

カウンターで、「顔
かお

」の紙
かみ

をもらい、児
じどうえつらんせき

童閲覧席で描
か

いてください。
▷ 対
たいしょう
象　お絵

え
かきができる子

こ

■展示のおしらせ
　第2回大和高田市「図書館を使った調べる学習」地域コンクールで入賞
した、児童たちの作品を展示します。
▷ とき　2月中旬～ 3月末まで
▷ ところ　図書館１階エントランス

10 広報誌　　　　　　　2017年2月号



健
診（
健
康
診
断
）と
人
間
ド
ッ
ク

　
「
健
診
」は
、労
働
安
全
衛
生
法
で

一
年
間
に一
回
以
上
定
期
的
に
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、そ
の
た
め

に
職
場
や
居
住
し
て
い
る
自
治
体

で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
一方
、「
人
間
ド
ッ
ク
」の「
ド
ッ
ク
」

は
、本
来
船せ
ん
き
ょ渠（
船
を
修
理
、点
検
す

る
た
め
の
設
備
）を
意
味
す
る
英
語

dock

に
由
来
し
た
言
葉
で
、人
の

健
康
の
点
検
を
意
味
し
た
も
の
で

す
。こ
れ
は
、法
的
な
義
務
は
無
く
、

一
般
的
に
は「
健
診
に
比
べ
、検
査
項

目
が
よ
り
専
門
的
に
な
り
、種
類
も

多
く
、よ
り
総
合
的
に
精
密
な
検
査

を
受
け
た
い
人
が
任
意
で
受
診
す

る
も
の
」を
さ
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
に

よ
っ
て
は
、年
齢
な
ど
の
条
件（
35
歳

あ
る
い
は
40
歳
以
上
）を
満
た
せ
ば
、

一定
額
の
補
助
が
出
る
の
が
普
通
で

す
。従
っ
て
、労
働
基
準
法
、労
働
安

全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る「
健

康
診
断（
健
診
）」に
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
人
間
ド
ッ
ク
」と「
健
診
」の
目
的

は
、共
に
現
在
の
健
康
状
態
を
明
ら

か
に
し
、健
康
異
常
に
対
す
る
早
期

発
見
と
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　
「
健
診
」は
、検
査
項
目
が
少
な

く
、病
気
を
特
定
す
る
も
の
で
は
な

い
の
に
対
し
、「
人
間
ド
ッ
ク
」は
、目

的
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
ン（
オ
プ
シ
ョ

ン
）を
選
択
で
き
ま
す
。料
金
か
ら

見
る
と
、「
健
診
」は
、会
社
が
加
入

す
る
健
康
保
険
組
合
で
の
受
診
な

ら
無
料
の
場
合
も
多
い
の
に
対
し

て
、「
人
間
ド
ッ
ク
」は
、健
康
保
険

の
対
象
外
に
な
る
こ
と
が
多
く
、２

～
５
万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

　

色
々
と
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、自

分
の
年
齢
や
健
康
状
態
、ま
た
は
過

去
の
受
診
歴
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

「
健
診
」を
受
け
る
か
、精
密
な「
人

間
ド
ッ
ク
」を
受
け
る
か
を
判
断
し

ま
し
ょ
う
。20
代
で
は
、高
度
な
精
密

検
査
よ
り
も
血
糖
値
な
ど
の
基
本

的
検
査
を
受
け
て
、各
数
値
の
経
過

を
参
照
し
な
が
ら
健
康
管
理
を
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、30

代
か
ら
は
、喫
煙
や
食
生
活
な
ど
の

生
活
習
慣
を
考
慮
し
な
が
ら
、専
門

ド
ッ
ク
を
定
期
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

本
院
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、各

科
の
医
師
が
専
門
的
に
診
察
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
適
切
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。検
診
セ

ン
タ
ー
は
、全
て
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。毎
年
４
月
、５
月
は
比
較

的
空
い
て
い
ま
す
の
で
、早
め
の
予

約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
市
立
病
院
　
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
宏
二
郎

 〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
か
ら
だ
、乾
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
暑
い
夏
に
は
熱
中
症
を
心
配
し

て
、ま
め
に
水
分
を
と
っ
て
い
た
人

も
、冬
場
は
、あ
ま
り
警
戒
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

冬
で
も
、空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
た
め
、皮
膚
や
呼
気
か
ら
水
分

は
失
わ
れ
ま
す
。気
密
性
の
高
い

部
屋
、暖
房
に
よ
り
、室
内
は
屋

外
よ
り
も
乾
燥
し
て
い
ま
す
。こ

た
つ
に
入
っ
た
ま
ま
寝
て
し
ま
っ

た
り
、電
気
毛
布
を
長
時
間
使
用

し
て
い
る
と
、睡
眠
中
に
も
意
外

と
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
い
て
い
た

り
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
は
、ト

イ
レ
に
行
く
回
数
を
心
配
し
て
、

水
分
を
控
え
る
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

気
付
か
な
い
う
ち
に
、体
は
脱

水
気
味
と
な
り
、血
液
が
ド
ロ
ド

ロ
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。そ
う
す
る
と
、血け

っ
せ
ん栓

が
で
き

や
す
く
な
り
、脳の

う
こ
う
そ
く

梗
塞
や
心し

ん
き
ん
こ
う

筋
梗

塞そ
く

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。皮

膚
が
乾
燥
し
て
い
た
り
、口
が
渇

い
た
り
、尿
量
が
少
な
く
、色
が

濃
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、す
で
に

脱
水
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
要

注
意
で
す
。冬
は
喉の

ど
の
渇
き
が
な

く
て
も
水
分
補
給
を
心
が
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。食
事
の
と
き

以
外
に
も
、朝
起
き
た
と
き
、入

浴
前
後
、夜
寝
る
前
、そ
し
て
夜

ト
イ
レ
に
い
っ
た
あ
と
に
も
、コ
ッ

プ
１
杯
の
お
水
、白
湯
、カ
フ
ェ
イ

ン
の
少
な
い
ほ
う
じ
茶
な
ど
を
飲

み
ま
し
ょ
う
。ほ
う
れ
ん
草
や
小

松
菜
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
や
季

節
の
果
物
は
、ミ
ネ
ラ
ル
、ビ
タ
ミ

ン
と
共
に
水
分
も
豊
富
に
と
れ
る

の
で
お
勧
め
で
す
。

　

部
屋
に
加か

し
つ
き

湿
器
を
置
い
た
り
、

窓
を
あ
け
て
空
気
を
換
気
す
る
な

ど
、部
屋
の
湿
度
を
保
ち
、今
日

か
ら「
か
く
れ
脱だ

っ
す
い
た
い
さ
く

水
対
策
」を
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽ 

と
き　
２
月
23
日
㈭

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽ 

テ
ー
マ　
「
花
粉
症
の
予
防
と

治
療
」

▽ 

講
師　
梅
本�

典
江

　
　
　

�（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕

健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江
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昨
年
開
催
し
た
、人
権
セ
ミ

ナ
ー・市
民
集
会・人
権
教
育
研
修

会・市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
研

究
大
会
な
ど
の
講
演
会
は
、例
年

以
上
の
参
加
人
数
と
な
り
ま
し

た
。と
り
わ
け
、た
く
さ
ん
の
高
齢

者
が
参
加
し
、「
人
権
」に
つ
い
て

共
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。参
加
し
た
人
か
ら
は
、「『
い
の

ち
』の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
、こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
と
と
も
に
、子

ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」

「
人
権
と
は
、自
分
が
い
て
、人
が

い
る
こ
と
で
始
ま
る
の
だ
と
感
じ

た
」な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、２
０
１
６
年
12
月

現
在
、市
民
の
約
28
・
7
％
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。核
家
族
化
と
高
齢
化
が
進
む

中
で
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、お
互
い

声
を
掛
け
合
い
、見
守
り
、支
え

合
う
、「
助
け
あ
い
の
心
」が
必
要

で
す
。

　

私
た
ち
は
、「
い
つ
も
健
康
で
い

た
い
」「
幸
せ
な
家
庭
を
作
り
た

い
」「
自
由
に
安
心・安
全
に
暮
ら

し
た
い
」な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
願
い

や
希
望
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、幸
せ
に
歳
を
重
ね
た

い
と
誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。人

が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
、誰
に
も
認
め
ら
れ
る
べ

き
権
利
が〝
人
権
〟で
す
。一
人
ひ

と
り
の〝
人
権
〟が
守
ら
れ
、「
高
田

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
高
田
で

暮
ら
せ
て
良
か
っ
た
」と
実
感
で
き

る
よ
う
、地
域
の
人
た
ち
と
連
携

し
な
が
ら「
助
け
あ
い
の
心
」を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
、生
き
が
い
を

も
っ
て
働
き
、ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味

に
挑
戦
す
る
よ
う
な
個
性
が
尊

重
さ
れ
る
、笑
顔
あ
ふ
れ
る「『
幸

齢
』社
会
」に
し
た
い
で
す
ね
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

笑
顔
あ
ふ
れ
る
「『
幸
齢
』
社
会
」
へ

167

　
今こ

ん
か
い回

は
、地ち

い
き域

の
人ひ

と
た
ち
の
声こ

え
か

け
や
発は

っ
け
ん見

に
よ
り
、医い

り
ょ
う療

機き
か
ん関

へ
と

繋つ
な

が
っ
た
、60
歳さ

い

男だ
ん
せ
い性

Ｄ
さ
ん
の
お

話は
な
しで

す
。Ｄ
さ
ん
は
、２
年ね

ん
ほ
ど
前ま

え

か
ら
徐じ

ょ
じ
ょ々

に
身か

ら
だ体

に
異い

へ
ん変

が
お
こ

り
、仕し

ご
と
ち
ゅ
う

事
中
に
よ
く
倒た

お
れ
た
り
、膝ひ

ざ

の
力ち

か
らが

急き
ゅ
うに

抜ぬ

け
た
り
す
る
こ
と

を
繰く

り
返か

え
し
て
い
ま
し
た
。１
年ね

ん
前ま

え

に
は
仕し

ご
と事

を
辞や

め
、部へ

や屋
に
閉と

じ
こ

も
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
だ
い

に
、家や

ち
ん賃

が
払は

ら
え
ず
、ご
飯は

ん
も
食た

べ

ら
れ
ず
、病び

ょ
う
い
ん院

に
も
行い

け
な
く
な
っ

て
い
っ
た
よ
う
で
す
。食

し
ょ
く
り
ょ
う

料
は
友ゆ

う
じ
ん人

が
２ふ

つ
か日

に
１
回か

い
く
ら
い
お
弁べ

ん
と
う当

を

持も

っ
て
き
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。最さ

い
ご後

に
は
身か

ら
だ体

が
言い

う
こ
と
を

聞き

か
ず
、共き

ょ
う
ど
う同

ト
イ
レ
に
も
い
け
な

く
な
り
ま
し
た
。た
ま
た
ま
Ｄ
さ
ん

の
ア
パ
ー
ト
の
近ち

か
く
で
仕し

ご
と事

を
し
て

い
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
そ
の

状じ
ょ
う
き
ょ
う

況
を
知し

っ
て
、家や

ぬ
し主

さ
ん
に
話は

な
しを

し
、相そ

う
だ
ん談

と
繋つ

な

が
っ
た
の
で
す
。と

て
も
有あ

り
難が

た
い
話は

な
しで

す
。地ち

域い
き

の

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
生せ
い
か
つ活

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ
り
つ立

支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

人ひ
と

、友ゆ
う
じ
ん人

、ま
た
そ
の
地ち

い
き域

で
働は

た
らく

人ひ
と
び
と々

、い
ろ
い
ろ
な『
繋つ

な
が
り
』が
、

今こ
ん
か
い回

の
救す

く
い
の
手て

へ
と
繋つ

な
が
っ
て
い

っ
た
の
で
す
。早さ

っ
そ
く速

、Ｄ
さ
ん
宅た

く
に

訪ほ
う
も
ん問

し
、ま
ず
は
栄え

い
よ
う養

を
と
る
こ
と

と
医い

り
ょ
う療

機き
か
ん関

に
受じ

ゅ

診し
ん

す
る
こ
と
を

伝つ
た

え
ま
し
た
。病び

ょ
う
い
ん院

で
診し

ん
さ
つ察

を
し
た

Ｄ
さ
ん
は
す
ぐ
に
入に

ゅ
う
い
ん院

と
な
り

難な
ん
び
ょ
う

病
と
い
う
こ
と
も
判は

ん
め
い明

し
ま
し

た
。Ｄ
さ
ん
は
今い

ま
、治ち

り
ょ
う療

に
専せ

ん
ね
ん念

し

て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、自じ

ぶ
ん分

の
抱か

か
え
て
い
る

困こ
ま

り
ご
と
が
何な

に
か
わ
か
っ
て
い
る
と

き
は
い
い
の
で
す
が
、Ｄ
さ
ん
の
よ

う
に
自じ

ぶ
ん分

で
は
困こ

ま
っ
て
い
る
の
か
も

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
人ひ

と
も
地ち

い
き域

に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

、家か
ぞ
く族

の
こ
と
、地ち

い
き域

で
気き

に
な
る
人ひ

と
や
子こ

ど
も
の
こ
と
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は一い

ち
ど度

お
話

は
な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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　平成29年節分の恵方は「北北西」だそう
です。恵方と呼ばれる方角は「東北東」「西
南西」「南南東」「北北西」の4つのみでロー
テーションし、今年は壬（みずのえ）なので

「北北西」とのことです。

　冬になると、フグがよく市場に出回ります。高価な印象が強い
フグですが、ショウサイフグやサバフグなど、安価なフグもいる
ので、機会があれば食べてみてください。

　1月は、数年に一度の強い寒波が到来しました。今後も、例年以上
の寒さが続くそうです。2月、3月は受験のシーズンです。受験生の
皆さん、風邪や寒さに負けないでね。

　メダリストが、表彰台で手にするビクトリーブーケ。開催国それぞ
れのセンスが光ります。特に日本で開催されるフィギュアスケート
大会でのブーケは凝っていて、まねして作ってみたくなります。
リオでは、緑を守るという考えから置物になりましたが。さて
2020年、８月の東京ではどうなるのでしょうか。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200…FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

クリーンセンター

企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685

美化推進課 TEL.53-5383

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357……FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

◆消費生活相談（要予約）   毎週月～金曜日　午前10時～正午、午後1時～ 4時
　　　　　　　　　　　　　消費生活センター（☎ 22-1101）
◆ 人権相談・行政相談　 毎月第4火曜日　午後1時～4時
　※ 6月・12月のみ第1火曜日　　於：総合福祉会館　広報広聴係（☎ 22-1101）
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課（☎ 22-1101）
◆母子父子相談　月･水･金曜日 午前8時30分～午後5時15分 児童福祉係（☎22-1101）
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時～4時　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆法律相談（要予約）・毎月第2・3火曜日　午後1時～4時　
　　　　　　　　  　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
　　　　　　　　  ・毎月第1・3・4・5木曜日　午後1時～4時　
　　　　　　　　  　奈良弁護士会（☎ 0742-22-2035）
　　　　　　　　  　※相談日の2週間前から前日までに予約
◆司法書士の法律相談（要予約）　 毎週月曜日　午後1時～4時 

社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月水曜日（第 1 水曜日を除く）　午後1時～4時　

　　　※事前に問い合わせてください。社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆健康相談・栄養相談（要予約）　 毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時～10時　保健センター（☎ 23-6661）
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時～正午、午後1時

　　～4 時30分（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター（☎ 23-6661）
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時～午後5時  青少年センター（☎ 23-1322）
◆家庭児童相談　毎週月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分　家庭児童相談室（☎ 23-1195）
◆女性相談（要予約）　 第1火曜日・第3金曜日　午前9時15分～午後0時5分 

 第2土曜日　午後1時～3時50分　人権施策課（☎22-1101）
　　　　　　　　　　　 2月は、4日㈯・7日㈫・17日㈮
◆住まいづくり相談　第3水曜日　午後1時～4時10分

　　　　　 （第1水曜～第2水曜の間に予約：定員4名）　営繕住宅課（☎ 22-1101）
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時～ 4時

　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部（☎22-5288）
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